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| . 精神 の 疾患 と 症状 


1 一 ① 精神 の 疾患 は 増え 続け て いま す 。 

精神 の 疾患 に か か る 方 は 、 近 年 益々 増加 し て お り 平 成 25 年 に は 国民 
の 五大 疾病 に 加え られ 、 私 達 誰 $ も が か か る 可能 性 の ある 病気 で す 。 

疾患 と し て は 、 脳 の 働き が 原因 で 感情 や 行動 に 著しい 偏り が 見 られ 
る 状態 で 、 行 政 サ ービス で は 「 精 神 障害 ] と いう 言葉 が 使わ れ ま す 。 

精神 疾患 は 特別 な もの で は な く 、 多 く の 人 が 様々 な 要因 に より 、 抱 
えて し まう も の な の で す 。 














る 岩手 県 の 精神 疾患 の 傾向 






































区 分 2017 年 3 月 末 | 2020 年 3 月 末 備 考 
自立 支援 医療 受給 者 証 所 持 18,770 人 20,934 人 | 精神 通院 
精神 障害 者 保健 福祉 手帳 所 持 9.308 人 11,947 人 | 1~3 級 












































金 全国 的 な 精神 疾患 の 状況 

厚生 労働 省 の 患者 調査 (入院 ・ 外 来 ) に よる と 、 平 成 29 年 時 点 で 総 患 者 
数 は 419 万 人 と な っ て いて 、15 年 前 の 258 万 人 に 比べ て 1.6 倍 と 増え 続 
け て いま す 。 

主 な 要因 と し て は 、 近 年 の 社会 生活 の スト レス か ら 来 る うつ 病 や 、 本 格 
的 な 高齢 化 社会 を 反映 し て の 認知 症 の 増加 が あげ られ ます 。 

疾病 別に 内 訳 を みる と 、 上 位 三 つ は 、 気 分 障害 (うつ 、 双 極性 障害 ) が 
30.4%、 神 経 症 圏 (強迫 性 神経 障害 や スト レス 関連 障害 な ど ) が 19.89%6、 
統合 失調 症 圏 が 18.8% と な っ て いま す 。 

な お 、 人 入院 患 者 だ け に 限っ て みる と 、 統 合 和 失調 症 閣 が 多い 状況 で す 。 














1 一 ② 病状 は どう な の ? 主 な 病状 は 次 の と お り で す 。 
































































































































区 分 発症 時 期 な ど 特 微 
統合 失 | ・ 約 100 人 に 1 人 の 割 | ・ 考 え や 行動 を まとめ られ な い 
調 症 合 で 発症 ・ 対 人 関係 に 難 (空気 が 読め な い 、 生 き づ 
・15 歳 -45 歳 中 心 に ら さ を 感じ て し まう ) 
発症 ・ 陽 性 症状 (幻聴 、 妄 想 、 興 奮 ) 
( 主 に 20 歳 前 後 ) ・ 陰 性 症状 (感情 の 平板 化 、 意 欲 の 欠如 ) 
うつ ・ 約 10 人 に 1 人 の 割 | ・ 愛 うつ な 気分 と 意欲 の 減退 
合 で 発症 ・ 全 身 疲労 感 、 睡 眠 障害 、 食 欲 不振 
・ 悪 化す る と 自 死 に 至る 場合 も ある 
・ 日 常 生 活 で の 過重 な スト レス や 環境 の 変 
化 が きっ か け に な る こと も ゃ 
双極 性 | ・ う つの 10 分 の 1 ・ 極 端 に 気分 が 高まっ た り 、 落 ち 込ん だ り 、 
障害 (中 ・ 平 均 30 歳 く らい 忠 と うつ を 繰り 返す 
5 ・ 中 学生 か ら 高 齢 者 ま | ・ 嘩 状態 の 時 は 、 全く 眠ら ず に 活動 し た り 、 
で 広く 発症 偉大 な 人 間 だ と 感じ た り 、 大 き な 買 い 物 
な ど 浪 費 行 動 が か み ら れ る 
強迫 性 | ・ 平 均 し て 20 歳 前 ・ 対 人 関係 や 仕事 の スト レス が きっ か け と 
障害 ・ 若 十 、 男 性 の 方 が 早 な る 傾向 が ある 
く 発症 する 傾向 ・ つ ま ら な い 事 だ と わか っ て いて る も 、 頭 か 
ら 離 れず 、 何 度 も 同じ 確認 を 繰り 返し て 
し まう (強度 の 不安 、 こ だ わり ) 





最近 増え て いる 発達 障害 は 次 の よう に 分 類 さ れ ま す 。 











ラム ・: 


自 閉 症 ス ペク ト 


コミ ュ ニ ケー ショ ン 不 得手 ( 他 者 へ の 関心 薄い )、 特 定 の 事 
柄 へ の こだわ り が 強い : 











自 閉 症 、 ア スペ ル ガ ー 障 害 な ど 

















主 な 特性 は 、「 不 








E 意 」「 多 動 性 ・ 衝 動 性 」。 学 業 や 仕事 に 悪 




















障害 : ADHD 影響 を 及ぼ す 場 合 に 一 定 の 基準 を ゃ っ て 診断 され る 
これ ら 精 神 疾患 は 併発 し て いる 場合 も や あり 、 診 断 が 難し い 場 合 
































2. 家族 の 接し 方 


本 人 の 不眠 や 思考 の 不安 定 ・ 妄 想 な ど に 家族 は 戸惑い ます 。 
早 目 の 精 神 科 受 診 の ほか 、 次 の よう な 接し 方 が ポイ ント に な り ま す 。 








統合 失調 症 に お ける 対応 の 仕方 

・ 家 族 が 病状 に 気付 く の に 相当 の 期間 を 要 し ます 。 

・ 初 期 段階 は 本 人 は 疲労 感 を 感じ 、 睡 眠 パ ター ン が 不 規則 に な り が ち 。 

・ 現 れ 方 は うつ 病 と 違っ て 人 に よっ て 病状 ・ 経 過 が 多様 で 、20 一 30 
代 の 症状 は 激しい で す が 40 代 以 降 、 和 らい で 来る 方 も いま す 。 

一 本 人 へ の 精神 科 の 受診 の すす め 方 

・ 様 子 が 普段 と 違っ て いる の で 治療 を する と 治る こと を 話し する 。 

・ 家 族 だ け で は 解決 せ ず 、 お 医者 さん の 助け が 必要 と 伝え る 。 

画 長 期 治療 の 心構え 

・「 早 く 治ら な い の か 」「 い つ に な っ た ら 治 る の か 」 と いっ た 考え 方 は 
せ ず 、 少 し ずつ 良く な っ て いく と いう よう に 考え 、 見 守っ て いき ま 
し よう 。 

田家 の 中 に 籠り が ちな 場合 

・ 決 し て 怠け て いる と か 、 外 に 出 て 活動 し な いと ダメ と は 言わ な い 。 

・ 本 人 は 精 一 杯 の 状況 で す の で 、「 今 は 無理 さす せ ず に 」 と いた わる 。 

・ 家 の 中 の 手伝い や 身の回り の 事 を する の を 評価 する 。 
・ 上 服薬 が 不安 定 の 時 は 、 訪 問 看 護 の 利用 も 考え る 。 

・ 自 然 な 感じ で 本 人 の 興味 が も て そう な こと で 外出 を 誘 : 
・ 病 院 デ ィ ケ ア を 本 人 の 意向 も 確か め な が ら す すめ て み < 
・ 家 族 は 「 焦 り 」「 指 図 」「 お 世話 ]」 ば か り に な ら な いよ う 気 を 付け 、 
本 人 と 程よい 距離 感 を 保っ て いく こと が 大 切 で す 

















うつ 状態 に お ける 対応 の 仕方 

・ 頑 張り た く て も 頑張 れ な い 状況 で す 、「 頑 張れ 」] は 避け まし ょ う 。 

ゆっ くり 休ま せ 、 考 え や 判断 を 求め る こと と は し な い 方 が 良い で す 。 

・ 休 業 し て いる 時 な ど は 、「 仕 事 に 復帰 する か どう か 」 は 、 自 分 で 判断 で 
きる まで 声 が け は し な いよ うに し まし ょ う 。 

・ 自 殺 の ほのめかし が ある 時 は 、 家 族 は 全力 で 「 死 な な いで ほし い 」「 あ 
な た は 一 人 で な い 」 と いう メッ セー ジ を 繰り 返し 伝え まし ょ う 。 








る 双極 性 感情 障害 ( 喋 う つ ) の 対応 の 仕方 

・ 喋 うつ は 、 本 人 の 気持 ちの 問題 で 起こ る も の で は あり ませ ん 。 

・ 家 族 は 批判 的 、 過 干渉 に な ら な いよ う 注 意 し まし よう 。 

・ 蝶 状態 の 時 は 病 識 (病気 の 自覚 ) が 持て な く な る 時 も る あり ます の で 、 服 
楽 な ど に つい て 、 病 院 と 早め の 相談 も 必要 に な り ま す 。 











人 強迫 性 障害 に お ける 対応 の 仕方 

・ 強 迫 性 障害 の 場合 は 、 本 人 の 強迫 行為 に 手 を 貸し すぎ な いよ う 、 注 意 し 
まま EE 

・ よ か れ と 思っ た こと が 強迫 行為 の エス カレ ー ト に 繋が り 易 いで す 。 

・ 応 援 は 心から 行い た いと 言う こと に し まし ょ う 。 














発達 障害 に お ける 対応 の 仕方 

・ 学 校 や 仕事 場 で 、 会 話 な どの コミ ュ ニ ケー ショ ン が 上 手 く で きず 孤立 し 
が ち に な り 、 う つ な ど の 2 次 障害 を 抱え る 場合 が あり ます 。 

・ 周 囲 は 、 そ の 人 の 特性 を 認識 し 一 方 的 な 話 を せ ず 、]] 寧 か つ 具 体 的 な 話 
を する 配慮 が 必要 に な り ま す 。 

・ 障 が い の あ る こと を オー プン に し て 、 周 り の 理解 を 得る こと ゃ も 大切 で す 。 





























家族 の 対応 の 留意 点 (まとめ ) 
大 丈夫 で す ! 一 緒 に リカ バリ ー リ ! 
① 家族 は まず 孤立 せ ず 健康 第 一 ! 
“相談 する 人 が いな い "“ 人 に 知ら れ た く な い ”" と いっ た 孤立 感 が 生 
じ が ち に な り ま す が 、 病 院 スタ ッ フ な ど 信 頼 で きる 方 と 話 を し ま 
し ょ う 。 家 族 ご 自身 が 元気 で いる こと が 一 番 大 切 で す 





② 幻覚 や 暴力 的 行為 へ の 対応 
統合 失調 症 な ど に 見 られ る 「 幻 覚 ]」 は 、 本 人 に と っ て は 実際 に 生 
じ て い る こ RU 本 人 
は 不安 に 陥り ます 。 本 人 の 立場 に 沿っ て 話 を し て 不安 を 和らげ る 
よう に し じ し ま しじま う 。 
暴力 的 行為 は 、 自 分 に 迫っ て いる 危機 感 や 社会 と の 関わ り が 持て 
な いも どか し さ に よる も の で す 。「 暴 力 は だ め 」 と は っ きり 本 人 に 
伝え 、 難 し い 場 合 は 病院 や 保健 所 に 連絡 する ほか 警察 (生活 安全 
課 ) に 連絡 し て お く こ と も 必要 に な り ま す 。 、 幼 











③ 病 識 を 持て な い 、 引 きこ も り の ケー ス へ の 対応 

「 自 分 は 病気 を 持っ て いな い 、 障 が い 者 で は な い 」 と いっ た ケー 

ス や 引き 籠り が 長引い て いる と いっ た 場合 は 、 家 族 だ け で 対応 す 
る の で は な く 、 保 健 所 や 病院 な ど に 相談 する こと が 大 切 で す 。 











④ 家族 教室 、 家 族 会 へ の 参加 
保健 所 や 病院 が 開催 する 家族 教室 や 、 家 族 会 に 参加 し 、 関 係 知識 
を 学ん だ り 家 族 同士 の 体験 の 語り 合い の 場 に 参加 し まし ょ う 。 
また 、 同 じ 経験 を し た 家族 が 相談 員 と な る 相談 会 (岩手 県 精神 保 
健 福祉 連合 会 が 毎月 2 回 実施 ) を 利用 し て みて 下さ い 。 














3. 治療 方 法 


病院 な どの 医療 機関 で の 治療 法 に は 、 服 薬 や 精神 療法 な ど が あり ます 。 





服薬 | 薬 は 、 脳 の いわ ゆる 誤 作 動 を 正す の に 一 定 の 効果 が あり ます 。 
① 抗 精神 病 薬 
ラ 幻 覚 や 妄想 の 症状 を 抑え 、 不安 感 を 和らげ ます 。 以前 か ら の 定型 
抗 精神 病 薬 に 加え 、90 年 代 か ら は 陰性 症状 に も 効き 副作用 の 少 
な い 非 定型 抗 精神 病 薬 が 多く 使わ れ て いま す 。 2 4 週間 効果 が 
続く 注射 薬 * 通 称 デ ポ 剤 "も あり ます 。 
*※ 医 学 的 に は 、 脳 内 の 過剰 な 神経 伝達 物質 ドー パ ミ ン (感情 や 意欲 な どの 


心 の 動き な どの 働き を 担う ) を プロ ッ ク し ます ** 












































② 抗 不安 薬 っ 緊張 を ほぐし 不安 感 や イラ イラ 感 を 抑え ます 。 

③ 抗う つ 薬 意欲 を 高め 憂鬱 な 気分 を 改善 させ ます 。 @S 

④ 気分 安定 薬 き 気分 の 浮沈 み が 激しい ぃ 時 の 気分 を 安定 / 守 ③o 
きせ ます 。 きゃ 


文 副作用 に つい て 

抗 精神 病 薬 は 、 手 足 の 震え ・ 筋 肉 の 硬直 な どの 副作用 が 出 が ち で す 。 
症状 が 続き 気 に な る 場合 は 、 担当 の お 医者 さん に 報告 し 、 そ の 人 に 合っ 
た 薬 を 探し て いき まし ょ う 。 以前 は 2 種類 以上 の 薬 を 使う 多 剤 併用 、 
と り わ け 同 作用 の も の を 使う ケー ス が 多かっ た の で す が 、 効き すぎ ・ 副 
作用 の 問題 が ある た め 、 一 種類 の 薬 の 服用 が 一 般 的 に な っ て いま す 。 
文 薬 の 継続 に つい て 

症状 が 治まっ て も 再発 を 防ぐ た め 、 そ の 人 に 合っ た 一 定量 の 薬 を 続け な 
く て は いけ ませ ん 。 (中 断 し た 場合 の 再発 率 は 65 て 809% と いわ れ ま す ) 
な お 、 体 に 合わ な いな どの 事情 が あっ て 薬 を 変え る 場合 は 、 時 間 を か け 
て 量 も 少し ずつ 確認 し な が ら 行 うこ と に な り ま す 。 


























通電 療法 
薬 だ け で は 十分 な 効果 が 出 な い 時 な ど に 、 脳 の 神経 細胞 を 電気 の 刺激 で 活 
性 化 さ せ て 精神 症状 を 改善 させ ます 。 通電 の 際 に は 、 麻 酔 を か け ま す の で 
麻酔 科 の ある 病院 で 行わ れ ま す 





























心 の 病気 は 、 今 迄 の 経験 、 環 境 、 周 り の 方 と の 関わ り の 影響 $ も 大 きく 受け 
ます 。 と の 心 の 部 分 に 対し て の 治療 法 が 大 切 に な り ま す 。 


こつ 














精神 療法 
医師 や カウ ン セ ラー さん は 、“ 加 者 さん の 気持 ち を 支え る よう に 接する ”" 
精神 療法 を 行い 、 本 人 の 話 を よく 聴き 、 共 感 を 示し 、 気 持ち を 楽に 前 向き 
に な る よう 支え て いま す 。 
精神 科 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 
精神 科 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン は “生き づら さ ”" を 改善 し 、 あ る い は 症状 が 残っ 
て いて も 生き や すく する た め の ス キル を 身 に 付け る こと を 目指 し ます 。 
① 認知 行動 療法 

偏っ た 物事 の 捉え 方 、 受け 取り 方 、 考 え 方 を 変え 別 の 見 方 が で きる よう 
に する も の で す 。 病気 の 理解 と ほか の 考え 方 を 探る 練習 が 行わ れ ま す 。 
② 作業 療法 

体 を 動か す 作業 (屋内 外 ) を 通じ 、 集 中 する 感覚 や 作業 
を 楽し む 気 持ち を 取り 戻し 、 生 活 リ ズム が 整っ て きま す 。 に 
③ 社会 生活 技能 訓練 (ソー シャ ルス キル トレ ー ニ ング ) こ 
SS 芽 は 自分 自身 が 社会 の 一 員 で ある こと を 意識 付け させ る た め の ス キ 
ル (日 常 生 活 、 社 会 生活 、 病 気管 理 ) を 身 に つけ ます 。 数 人 の グル ー プ 
で 各自 の 役割 を 決め て の ロー ルプ レイ で の 練習 が 行わ れ ま す 。 












































4. リカ バリ ー (総合 的 回 復 ) 


“リカ バリ ー” と いう 言葉 が あり ます 。 簡単 に 言う と 回 復 ・ 治 癒 と な り ま 
す が 、 単 な る 障害 や 病気 か ら の 脱却 や 寛解 と いう こと で は あり ませ ん 。 
リカ バリ ー と は 、 ご 本 人 が 、 自 ら の 症状 を 良く 理解 し て 適切 な 管理 が で 
きる よう に な り 、 自 分 な り に 生活 ・ 人 生 を 送れ る よう に な る こと で す 。 
つま り 、 ゴ ー ル は 決め られ た も の で は な く 、 そ の 人 らし く 自 分 の 暮らし 
を 楽し み 、 生 き 方 を 月 定 する 状態 に な る こと で す 。 

決し て 、「 同 じ 職 場 に 復帰 で きた 」、「 一 般 就 労 で きた 」、「 再 登校 する ] 
と いっ た も の で は な い の で す 。 
また 、 そ の 道のり は 決し て 楽 で は な く 、 サ ポー ト す る 方 や 友人 な どの 良 
い 関わ り 方 が 必要 で す 。 と に か く 焦 ら ず 、 数 か 月 、 或 い は 年 単位 で ゆっ く 
り 社会 復帰 に 向かっ て いき まし ょ う 。 

ご 家族 も 健康 に 留意 し 長期 的 に 見 守り まし ょ う 。 























【 統 合 矢 調 症 の 回 復 過程 】 


前 駆 期 : 何と な く 抑 うつ 的 、 そ わ そ わ と 何 か に 居 え る 、 焦 燥 感 が 出る 、 

物音 や 光 に 敏感 に な る 、 不 眠 状態 な ど に な る 。 

急性 期 : 幻覚 や 妄想 が 強く 現れ る ( 例 : 周 りか ら 悪口 言わ れる 、 監 視 さ れ て 

自分 の 情報 が 盗ま れ て いる )、 あ り 得 な い 行 動 が 出現 する 。 

この 時 期 は 早期 の 入院 が 必要 と な り ま す 。 

休息 期 : 陰性 症状 が 続き ます 。( 例 : エネ ルギー が な く な る 、 傘 怠 感 で 感情 

が 鈍く な る 、 横 に な っ て 休む の が 続く ) 

回 復 期 : エネ ルギー が 戻っ て き て 、 少 し ずつ 安定 感 が 出 て きま す 。 
ディ ケア な ど が 始ま り ま す 。 ー 



































5. 入院 ・ 退 院 ・ 通 院 


精神 科 病 院 に 入院 する こと を た め ら う 方 も あい ます が 、 良 く な る た 
め に は 早め の 対応 が 必要 に な り ま す 。 + 
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(入院 の パタ ー ン ) 

O 任 意 入院 

本 人 の 意思 (同意 ) に よる も の で 、 入 院 中 の 行動 制限 は な いも の で す 。 
一 般 的 に 入院 の 約 6 割 と いわ れ ま す 。 

〇 医療 保護 入院 

本 人 に 病 識 が 無い な ど 症状 が 重い 時 は 、 家 族 等 の 同意 と 精神 保健 指定 
医 1 人 に よる 診察 に よる も の で す 。 約 4 割 と いわ れ ま す 。 

〇 措置 入院 

自 傷 他 害 の お それ が ある 時 は 、 通 報 に より 調査 の うえ 精神 保健 指定 医 
2 人 に よる 診察 を 経て 県 知事 が 強制 入院 させ る こと が あり ます 。 

* 平 成 26 年 4 月 か ら 保 護 者 義務 制度 は 廃止 され て いま す 。 




















る 人 院 

家族 に と っ て 、 精 神 科 病院 へ の 入院 は 衝撃 的 で 混乱 ・ 動 挿し ます 。 

多く の 家族 は 、 精神 科 へ 足 を 踏み 入れ た こと が な い の で 不安 で す 。 本 人 
に 幻覚 ・ 妄 想 が 強く 出 て いて も 、 本 人 が 入院 を 拒否 し た り し た 場合 は 、 
どう し た らい いか 辛い も ゃ の が あり ます 。 保健 所 や 警察 の 協力 を 得る ほか 、 
何 か の 時 に 駆け つけ て くれ る 人 が 必要 で す 。 

る 退院 

入院 期間 は 地域 で の 生活 移行 が 容易 に ある よう 、 短 く な っ て き て いま す 。 
また 、 退院 時 期 は 家族 の 意向 も 聴き な が ら 検 討 さ れ ま す 。 家族 は 退院 後 
の リハ ビリ 生活 な ど に つい て 考え て お きま し ょ う 。 

















病院 ディ ケア 

入院 中 か ら リ ハビ リ の プロ グラ ム が 提供 され ます が 、 退 院 後 の リハ ビリ 
と し て も ディ ケア の 利用 が 有効 で す 。 

多く の 病院 で 行わ れ て いま す の で 、 是 非 、 利 用 し て み ま し ょ う 。 


限度 適用 認定 の 手続 き 

入院 は 医療 費 が 高 む の で 、 限度 適用 認定 証 を 利用 し まし よう 。 病院 窓口 
に 提出 する と 医療 費 の 自己 負担 額 (通常 3 割 ) が 一 定 の 限度 額 ま で と な 
り ま す 。 国保 の 場合 は 市 や 町 の 窓口 、 社保 の 場合 は 健康 保険 協会 県 支部 
な ど で 申 請 の 手続 き を し ます 。 

















る 自立 支援 医療 受給 者 証 (精神 通院 ) 

通院 や ディ ケア 、 薬 局 、 訪 問 看護 で は 、 自 立 支 援 医 療 
制度 を 使う こと が で きま す 。 医療 費 が 1 割 負担 に な り 
所 得 に 応じ た 自己 負担 限度 額 $ る 適用 され ます 。 

(市 や 町 の 福祉 担当 課 で の 申請 手続 き が 必要 で す 。) 














る 訪問 看護 
退院 後 は 服薬 指導 や 生活 支援 を 行う 訪問 看護 利用 を 考え まし ょ う 。 広く 
利用 対応 が で きる 訪問 看護 ステ ーション は 次 の と お り で す 。 























観山 荘 病院 訪問 看護 ステ ーション (gr656-6258 盛岡 市 高松 ) 
ここ ろ の 訪問 看護 ステ ーション 三田 (Tr624-5550 励 岡市 加賀 野 ) 
訪問 看護 ステ ーション せい わ (gr675-1250 盛岡 市 手 代 森 ) 
訪問 看護 ステ ーション デュ ー ン 盛岡 (ir613-9305 盛岡 市 駅 西 通 ) 
ジェ イナ ー ス 訪問 看護 ステ ーション (ir613-7772 盛岡 市 みた け ) 
し ずく いし 訪問 看護 ステ ーション 心 、 (ir681-6502 室 石 町 万 田 渡 ) 
訪問 者 護 ス テー ショ ン 結 の 手 (Tr613-4493 矢巾 町 南 矢 幅 ) 








盛岡 圏 域 の 医療 機関 


① 病 院 (精神 科 入 院 機能 が ある ) 





















































































































































































































































名 称 住所 電話 デイ 
ひめ か み 病 院 盛岡 市 下田 神馬 683-2121 O 
盛岡 観山 荘 病院 ク ク 高松 661-2685 〇 
三田 記念 病院 クッ ク 加賀 野 624-3251 〇 
未来 の め 風 せい わ 病 院 ク ク 手 代 森 696-2055 O 
都 南 病院 ク ク 東 見 前 638-7311 O 
盛岡 市 立 病 院 ク ク 盛 岡市 本 宮 635-0101 O 
岩手 医科 大 学 附属 病院 矢巾 町 医大 通 613-7111 
平和 台 病 院 紫波 町 犬 渕 672-2266 O 
② ク リ ニ ッ ク (診療 所 ) 
か な ゃ り 神経 科 内 科 ク リ ニ ッ ク 滝沢 市 高屋 敷 平 684-2777 
も りお か こども クリ ニッ ク (略称 ) | 盛岡 市 上 田 字 松屋 662-5656 © 
盛岡 北 診 療 ク リ ニ ッ ク ク カク 月 が 丘 643-0321 
岩本 クリ ニッ ク カク 胡 岡 駅 前 通 625-3134 
駅 前 メン タル クリ ニッ ク クック 盛岡 駅 前 通 606-5378 
前 多 小 児 科 ク リ ニ ッ ク カク 硫 岡 駅 前 通 601-7478 
ふじ メン タル クリ ニッ ク クッ クー 上 | 606-3900 
智 田 医院 ッ ク 那須 川町 626-6060 
中 央 通 ス トレ スク リ ニ ッ ク カク 中 央 通 604-4371 
加茂 谷 心療 内 科 クック 神明 町 623-3523 
原田 内 科 脳 神経 機能 クリ ニッ ク | ク ク 山岸 662-7533 
も りお か 心 の クリ ニッ ク クック 本 宮 613-6677 © 
岩手 県 立 療育 セン ター 矢 貼 町 大 字 藤 澤 601-2777 




















相談 支援 (福祉 サー ビス の 利用 ) 


症状 が 安定 し て 来 た な ら 、 障 害 福 祉 サー ビス を 利用 する こと を 検討 

し て いき まし ょ う 。 利 用 する に は 、 市 や 町 の 福祉 担当 課 で 申請 手続 
き を し 、 受 給 者 証 を 発行 し て も ら う こと が 必要 で す 。 

実際 の サー ビス 利用 で は 、 相談 支援 事業 所 に 連絡 訪問 し て 、 サ ービス 等 
利用 計画 の 作成 を し て も ら う こと に な り ま す 。 

相談 文 援 事業 所 の 相談 支援 専門 員 に 、 本 人 の 意向 
や 経過 、 生 活 の 様子 な ど を 伝え 、 ど うい う サ ービス 
を どこ の 事業 所 で 利用 する か を 相談 し まし ょ う 。 



































また 、 家 族 に と っ て は 、 相 談 で きる 方 を 多く 知っ て いる こと が 大 切 で す 。 
相談 支援 専門 員 も そう で す が 、 病 院 ス タッ フ や 就労 系 事業 所 の 支援 員 、 
家族 会 の 仲間 に 聴い た り し て いき まし ょ う ! ! 
な お 、 ど の 相談 支援 事業 所 に 相談 する の が いい か 分 か ら な いと いっ た 場 
合 は 、 ひ と まず 市 町 村 か ら 精 神 障害 者 の 相談 に つい て 委託 を 受け て いる 
支援 事業 所 に 相談 し て みる の が 良い と 思い ます 。 





























⑨ 福祉 サー ビス 利用 まで の 流れ 
相談 者 









































④ 受 給 者 証 交付 





















































































































































市 役 所 < OO 相談 サー ビス 事業 所 
計画 申請 
【 平 成 18 年 の 障害 者 自立 支援 法 に より 身体 ・ 知 的 ・ 精 神 の 三 障がい 者 共通 の 
福祉 サー ビス 制度 と な り ま し た 。 現 在 は 障害 者 総合 支援 法 に 移行 。】 

























































































































































































相談 支援 事業 所 の 一 覧 
@ 盛岡 市 内 
地域 事業 所 名 (略称 ) 所 在 地 電話 
サポ ー ト ルー ム 風 の 又三郎 緑ヶ丘 3 019-662-6699 
北部 | 岩手 リー クシ ョ ッ プ 緑ヶ丘 2 019-613-8774 
サポ ー ト 玉手 箱 青山 4 019-647-7001 
結 前 九 年 3 019-656-1666 
マイ ム (太田 の 園 ) 本 町 通 3 : 県 セ | 019-605-8822 
克 ソー シャ ル サ ポ ー ト セン ター- 本 町 通 1 019-651-6282 
間 | 中 央 | ふれ あい 開運 橋 通 4 | 019-681-0277 
市 ソル ド 内 丸 1 019-601-9691 
ぼ い す 材木 町 7 019-656-7185 
スタ ンド オフ ( 緑 生 園 ) 上 飯岡 2 019-639-6170 
西部 | スキ ッ プ 下 飯岡 15 019-613-7196 
千晶 会 上 太田 穴 口 | 080-9252-3688 
Arvivo 本 宮 1 019-638-3971 
こ ば ぱん 本 宮 本 宮 6 019-618-9442 
ら ぼ ー る 仙北 1 019-656-6863 
LYKKE 津 志 田 西 1 | 070-3290-4579 
南部 | も りお か 障害 者 自立 支援 プラ ザ | 三 本 柳 13 019-632-1331 
みらい の 風 (せい わ 病 院内 ) | 手 代 森 9 019-601-9779 
めだか の 相談 支援 事業 所 乙部 30 019-681-7414 
































@ 盛岡 市 近郊 














































































































































































































地域 事業 所 名 (略称 ) 所 在 地 電話 注 
八幡 平 市 | くら し の 相談 室 大 更 25-223 0195-68-7250 
白 ゆ り 田頭 8-139 0195-68-7824 
雪 石 町 子供 発達 支援 セ ・ の ぞ み | 板橋 25 019-692-0198 
岩手 町 ひこ う せ ん 沼宮内 8-7 0195-62-3056 
滝沢 市 地域 生活 支援 セ 滝沢 鵜飼 細谷 地 29 | 019-699-3636 ⑨ 
地域 生活 支援 セ し ん せい | 又 兵 エ 新 田 6 | 019-697-3300 © 
百 万 石 又 兵 エ 新 田 5 | 019-698-2301 
矢巾 町 ふる 里 南 矢 幅 14 019-681-3647 
ムー ブ メ ント 西 徳田 6 019-681-1321 
こん 総合 福祉 相談 所 高田 12 019-681-0190 
紫波 町 けやき 学園 平沢 字 境 田 44 | 019-672-1266 
【 注 : 一 覧 表 の 見 方 】 
① 盛 岡 地域 ・ 家 族 支援 研究 会 の アン ケー ト 調 査 ( 令 和 2 年 10 月 ) で 掲載 に つい て 
の 了解 を 得 た 事業 所 を 掲載 し て いま す 。 な お 、 事 業 所 に よっ て は 、 専 従 職員 が 


少な く 新 規 相談 業務 が で き な い 場 











合 も ある の で ご 注意 下さ い 。 

















② 事 業 所 の 正式 名 称 や 詳し い 所 在 地 は 



































注 1。⑨ は 委 


け 、 











い の 市 や 町 の 福祉 担当 課 む な どの ホー ムペ ー ジ を 参照 くだ さい 。 








託 相談 支援 事業 所 で す 


























福祉 サー ビス 利用 以外 の 相談 も 行う 事業 所 で す 。 

















注 2 。 本 人 の 福祉 サー ビス の 利用 状 














委託 相談 支援 事業 所 は 市 ・ 町 か ら 受託 を 受 





























況 を 把握 する た め の 














モニ タリ ング が 一 定期 間 ご と に 行う 





こと と され て いま す 。 











7. 福祉 サー 


ビス の 種類 


サー ビス 利用 に あたっ て は 、 市 町 村 が 発行 する サー ビス 受給 者 証 が 必要 
で す 。 家族 は 本 人 に と っ て 何 の サ ービス が いい か 、 ど この 事業 所 が いい 


か 分 ら な いと 思い 3 





な お 、 
ど は 異な り ま す 。 














E す の で 、 相 談 支 援 事業 所 に 相談 し まし ょ う 。 
事業 所 に よっ て 利用 時 間 や サー ビス 内 容 、 送迎 や 給食 の 有無 な 










































































































































































































































































⑥ 福 祉 サー ビス の 一 覧 

< 介護 給付 > 
メニ ュー 内 容 喉 考 
居宅 介護 食事 等 の 介護 、 調 理 ・ 洗 濯 等 の 家事 援助 な ど 障害 支援 区 分 
(ホー ム ヘ ル プ ) (一 人 暮し の 方 、 家 族 に 病気 ・ 障 が いあ る 場合 等 ) | 1 以上 
短期 入所 家族 等 が 疾病 等 の 理由 に より 、 一 時 、 本 人 の 短期 間 | 障害 支援 区 分 
(ショ ー ト ステ ィ ) | 入所 を 行う 1 以上 

< 訓練 等 給付 : 福祉 サー ビス 事業 所 で 行わ れる も の > 
メニ ュー 内 容 診 考 
自立 訓練 ・ 身の回り の こと や 金銭 管理 な ど 、 生活 力 の 向上 を 目 | 2 年 間 の 利用 

生活 訓練 的 と し た 県 連 を 行う 。 通 所 型 と 宿泊 型 が あり ます | 期限 あり 
就労 継続 支援 A 型 | 一 般 企 業 で の 就労 が 困難 な 方 に 、 就 労 に 必要 な 知 | 雇用 契約 あり 
(雇用 型 ) 識 ・ 能 力 の 向上 に 向け た 訓練 を 行う 最低 賃金 適用 
就労 継続 支援 B 型 | 一 般 企業 や 就労 A 型 で 働く こと を 目指 し て 、 就労 に | 雇用 契約 無し 
( 非 雇 用 型 ) 必要 な 能力 向上 に 向け た 訓練 を 行う 65 歳 以 上 も 可 
就労 移行 支援 就労 に 向け た トレ ー ニ ング ヤセ ミナ ー な どの プロ | 基本 2 年 間 

グラ ム の 沿っ た 訓練 が 行わ れる 

共同 生活 援助 共同 生活 を し な が ら 食 事 な ど の 援助 を 受け 世話 人 | 一 軒 家 や 
(グル ー プ ホー ム ) | さん が 生活 の サポ ー ト を し ます 。 アパ ー ト 











8. 精神 障害 者 保健 福祉 手帳 


「 精 神 障害 者 保健 福祉 手帳 ] は 一 定 の 精神 障がい の 状態 に ある 方 に 交付 
され る 手帳 で 、 多 く の 生 活 上 の サー ビス が 受け られ ます 。 

障害 の 程度 に 応じ て 1~ 3 級 に 区 分 され 、2 年 更新 で す 。 
手帳 の 交付 申請 手続 き は 市 町 の 担当 課 で す 。 


(盛岡 市 の 場合 は 障がい 福祉 課 : 626-7508) 


金 手帳 所 持 に よっ て 受け られ る 主 な サー ビス 





① 交通 運賃 (乗車 時 に 手帳 呈示 ) 














・IGR (いわ て 銀河 鉄道 )・・・・・・ 運賃 半額 : 定期 、 回 数 券 も 該当 
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・ 県 交通 バス 、 県 北 バ ス 、 J R バ ス ・・ 運 賃 半額 








: 定期 、 高 速 バ ス ・ 1 0 6 急行 バス は 対象 外 。 














【 注 】」 R 運 賃 の 割引 は 、 現 在 、 身 体 障 が い 、 知 的 障がい の 方 々 に は 適用 され て 









































いま す が 精 神 障がい の 方 に は 適用 され て いま せん 。 こ の た め 全 国 の 家族 会 





で 構成 され る "みん な ネッ ト ” で は 」R 各 社 等 へ 要望 活動 を 行っ て いま す 。 
② 市 の 福祉 タク シー・ ガ ソリ ン 等 助成 券 





タク シー 券 と ガソリン 券 が 支給 され ます 。 (詳しく は 市 町 の 福祉 担当 課 へ ) 
自動 車 税 、 軽 自動 車 税 の 減免 を 受け て いる 場合 は 対象 外 で す 。 
③ 携 帯電 話 料金 

NTT ド コモ 、AU、 ソ フト バン ク 各 社 で 割引 が あり ます 。 
④NHK 受 信 料 

世帯 構成 要件 に より 免除 が あり ます 。 
⑤ 税 制 の 優遇 措置 
所 得 税 と 市 県 民 税 の 各 障 害 者 控除 (1 一 3 級 ) 
































⑥ 県 営 ・ 市 営 の 施設 利用 料  ( 例 : 県 立 美 術 館 ・ 博 物 館 な ど 多 数 ) 


9. 障害 年 金 な ど 


障害 年 金 は 、 ゆ と りあ る 生活 に 欠か せな いも の で す 。 
年 金 受給 に は 申請 が 必要 で す の で 、 病 院 ソ ー シ ャ ル 
ワー カー や 相談 支援 事業 所 職員 に 積極 的 に 相談 し まし よう 。 
障害 年 金 の 概要 





















































種類 対象 (①D か ら ③ の 全て を 満た す 方 ) 窓 口 
障害 基礎 | ① 初診 日 に 国民 年 金 の 被 保 険 者 で ある 方 、 若 し く は 初 | 市 町 の 
年 金 診 日 が 20 歳 未満 の 方 担当 課 


障害 厚生 | ② 初診 日 前 日 に 一 定 の 保険 料 納 付 が ある 方 

年 金 守 20 歳 か ら の 被 保険 者 期間 に 一 定 の 保険 料 納 付 が ある 
か 、 直 近 1 年 間 に 保 険 料 の 未納 が な いこ と 

③ 一 定 の 障害 の 状況 に ある 方 

障害 認定 日 (初診 日 か ら 1 年 6 カ月 経過 し た 日 ) 又は 
20 歳 到達 日 に 一 定 の 障害 の 状態 に ある こと ) 

















障害 厚 初診 時 に 厚生 年 金 に 加入 し て いた 方 で 、 上 記 ②、③ の | 社会 
生年 金 要件 を 満た す 方 * 共済 年 金 加 入 も 同様 。 
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文 初診 日 が 20 歳 未満 の 場合 は 、 保 険 料 の 納付 要件 が あり ませ ん 。 

文 年 金 申請 の 書類 に は 医師 の 診断 書 。 受診 状況 等 証明 書 (初診 時 と 診断 書 作成 の 
医療 機関 が 異な る 場合 )、 病 歴 ・ 就 労 等 状況 申立 書 な ど が 必要 で す 。 

文 障害 認定 日 (若しくは 20 歳 到達 日 ) か ら 偶数 月 に 支給 に な り 、 年 金額 (基礎 
年 金 ・ 本 人 分 ) は 令 和 2 年 度 で 月 額 換算 1 級 : 81.427 円 、2 級 : 65.141 円 。 

大国 民 年 金 未 加入 期間 に 未 加 入 の 方 に は 特別 障害 給付 年 金 が 支給 され ます 。 













































































③ 重 度 心 身障 が い 者 医療 費 助 成 ( 他 科 診療 助成 ) 
障害 年 金 1 級 の 方 は 自立 支援 医療 (精神 通院 ) の 適用 外 の 一 般 診療 医療 費 の 自 
己 負担 が 軽減 され ます 。 一 部 の 町 で は 障害 年 金 2 級 の 方 に ぁ 適用 され て いま す 。 

































































1 0. 家族 会 ・ 家 族 相談 


盛岡 地域 に は 次 の 家族 会 が あり 、 情 報 交 換 や 学習 会 な ど 
の 活動 を 行っ て いま す の で 、 和 気軽 に お 問合せ 下さ い 。 











〇 盛岡 広域 圏 の 家族 会 






















































































市 町 村 名 称 連 絡 先 電話 番号 
プラ タナ ス の 会 三田 記念 病院 624-3151 
盛岡 市 助 支 安 の 会 阿部 稲子 (代表 ) 080-3193-2019 
盛岡 市 精神 保健 福 | 下 屋 敷 正樹 (代表 ) | 637-9318 
祉 家族 会 
葛巻 町 し ら か は ば 会 町 健 康 福祉 課 0195-66-2111 代 
滝沢 市 カッ コウ の 会 市 健康 推進 課 019-656-6526 
土石 町 し ずく の 会 町 健康 子育て 課 019-692-2227 
矢巾 町 あす な ろ 会 町 福祉 課 019-611-2574 
紫波 町 紫 幸 会 町 健康 福祉 課 019-672-2111 代 

















⑥ 家 族 に よる 家族 相談 
岩手 県 精神 保健 福祉 連合 会 (が ん ふく れん ) は 月 2 回 、 盛 岡市 内 で 家族 に 
よる 家族 相談 を 行っ て いま す 。 同じ 経験 を し て いる 相談 員 が 対応 し て お り 
ます 。 無料 で 1 時 間 の 予約 制 で す 。 

また 、 福 祉 事業 所 で の 家族 懇談 に も 応じ ます 。 












































* 県連: NPO 岩 手 県 精神 保健 福祉 連合 会 (637-7600)0 ふれ あい ラン トド 内 
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語り 合い ・ 学 び 合 い ・ 働 きか け ・ 当 事 者 と の 協 働 


ニーーー ニ ーー ニー ニー ニー 一. 
こ ニ ニニ ニー ニー ニー ニー 








行政 機関 
1. 岩手 県 
・ 県 央 保健 所 は 盛岡 市 以外 の 市 町 を 担当 する 保健 所 で す 。 精神 科 医 に よ 
る 相談 な どの ほか 、 精 神 科 救急 医療 対応 を 行っ て いま す 。 
・ 精 神保 健 福祉 セン ター は 、 関 係 機関 へ の 技術 指導 ・ 援 助 な どの ほか 自 
殺 防 止 対 策 や ひき こも り 支 援 、 精 神 医療 審査 会 事務 を 行っ て いま す 。 








2. 市 ・ 町 の 活動 

盛岡 圏 城 の 市 や 町 で は 、 全 て 精神 科 医 に よる 相談 日 を 設け て いる ほか 、 
用 MR 精神 保健 
ボラ ンティア 講座 (開催 する 年 は 不定 期 が 主 ) を 設け て いま す 。 

また 、 盛 岡市 保健 所 で は 精神 科 救 急 医療 対応 の ほか 年 に 一 度 (3 回 コー 
ス )、 家 族 教室 も 開催 し て いま す 。 












































































































































































































































































































































(参考 ) 精神 科 医 に よる 相談 状況 

区 分 相 談 日 窓 口 
県 央 保健 所 毎月 第 3 水曜 日 保健 課 629-6574 
盛岡 市 保健 所 | 毎月 1 回 第 4 火曜 日 保健 予防 課 603-8309 
八幡 平 市 年 5 回 6・8・10・12・3 月 健康 福祉 課 0195-74-2111 代 
岩手 町 年 6 回 1・3・5・7・9・11 月 健康 福祉 課 0195-62-2111 代 
葛巻 町 年 4 回 6・9・12・3 月 健康 福祉 課 0195-66-2111 代 
滝沢 市 年 6 回 1・3・5・7・9・11 月 健康 推進 課 019-656-6527 
雪 石 町 年 7 回 4・6・8・10・11・12・2 月 | 健康 子育て 課 019-692-2227 
矢 貼 町 年 5 回 (概ね 2 ヶ月 に 1 回 ) 福祉 課 "019-611-2574 
紫波 町 年 4 回 5・8・11・2 月 健康 福祉 課 019-672-2111 代 

(岩手 県 精神 保健 福祉 連合 会 の 令 和 2 年 12 月 資料 か ら ) 





















































1 2. 主 な 相談 窓口 の 一 覧 














脅 盛岡 市 保健 所 保健 予防 課 (Tr603-8309)、 県 央 保健 所 保健 課 (Tr629-6573) 
自 死 自 傷 行 為 や 家族 へ の 威 跡 、 医 療 拒 否 が 見 られ る 場合 は 必ず 相談 
画 岩 手 県 精神 保健 福祉 セン ター (mr629-9617、622-6955) 
ひき こる も り 対 応 支 援 や アル コー ル 依 存 症 対 応 な ど 
画 岩 手 県 精神 科 救 急 情報 セン ター (m624-6791) 
症状 が 急変 し 精神 科 救 急 を 受診 させ た い 場 合 (電話 相談 の み ) 
画 社 会 福祉 協議 会 : 県 内 市 町 村 毎 に あり ます 。 
日 常 生活 自立 支援 事業 (金銭 管理 )、 生 活 困 筑 の 相談 な ど 
画 地 域 活動 支援 セン ター 
市 町 村 委 託 に よる 日 中 活動 の 場 。 利 用 人 数 に 応じ て 1 型 、TI 型 、 型 
画 社 会 適応 訓練 や 就労 ボラ ンティア 
社会 適応 訓練 (県 中 央 保健 所 ) 
就労 準備 ボラ ンティア (県 社会 福祉 協議 会 ) (gu637-4403) 
画 会 社 な どの 一 般 就 労 に 向け て の 支援 
① ハ ロー ワー ク 専 門 相 談 部 門 (sr624-8904) : 職業 紹介 を 行い ます 
② 岩 手 県 障害 者 職業 セン ター (mr646 - 4117) : 職業 適性 検査 や 作業 遂行 な ど 
③ 盛 岡 広域 障害 者 就業 ・ 生 活 支 援 セ ンタ ー (mr605-8822) : 就労 ・ 生 活 の 支援 
画 岩 手 県 発達 障がい 者 支援 セン ター (mr601-3203) 
発達 障害 を お 持ち の 方 や ご 家族 の 相談 : 県 立 療育 セン ター 内 。 通称 ウィ ズ 
一 隊 害 者 110 番 相 談 室 (Tar639-6533) 
電話 相談 や 弁護 士 相談 (月 1 回 : ふれ あい ラン ド ) な ど 
画 消 費 者 問題 トラ ブル 
県 民生 活 セ ンタ ー(gr624-2209) 盛岡 市 消費 生活 セン ター (gr624-4111) 
画 成 年 後見 
盛岡 広域 成年 後見 セン ター (ir626-6112) 
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(あと が き ) 
この ハン ドブ ッ ク を 手 に 取ら れ た 方 へ 
盛岡 地域 ・ 精 神保 健 家族 支援 研究 会 代表 山下 純子 








この ハン ドブ ッ ク は 、 平成 23 年 の 「 盛 岡 地域 に お ける 包括 型 地域 生活 支援 プロ 
グラ ム に 関す る ニー ズ 調 査 」 (大 同 生命 厚生 事業 団 研究 助成 「ACT か ら 地 域 生 活 支 
援 を 学ぶ 会 いわ て 」 に よる ) で お 会 いし た 当事者 家族 の 切な る 声 を も と に 作成 い 



































た し まし た 。 地域 で 暮らす 当事者 家族 の 多く は 、 突 然 の 家族 の 異変 に 戸惑い な が 
ら ゃ も 、 自 身 の こ と は 後回し に し て 、 献 身 的 に 当事者 を 支え て いま し た 。 

特に 、① 緊 急 時 に 頼れ る 支援 が な いこ と 、 ぐ ② 家 族 に 医療 や 福祉 の 支援 に 関す る 
情報 が 届い て な いこ と が 、 家 族 の 負担 を さら に 大 きく し て いま し た 。 

私 た ち 盛 岡 地域 ・ 精 神保 健 家族 支援 研究 会 で は 、 い ま 大 切な 家族 の 突然 の 病 に 、 
驚き 困惑 され て いる 方 が 、 こ の ハン ドブ ッ ク に 目 を 通し て いた だ く こ と で 、 少 し 
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で も ゃ 安心 が 得 ら れ 、 い くら か で も 、 病 の ご 家族 と 共に 歩 ま れ て いく た め の 力 と し 
て いた だ けれ ば 幸い に 思い ます 。 























〇 協力 団体 NPO 岩手 県 精神 保健 福祉 連合 会 
〇 ハン ドブ ッ ク 編 儲 に 当たり 参考 と し た 主 な 図書 
「 こ ころ の ハー モニ ー」 (盛岡 市 保健 所 ) 

「 統 合 失調 症 ス ペク トラ ム が よく わか る 本 」 (講談 社 、 糸 川 昌 成 監修 ) 









































































































































社会 資源 ハン ドブ ッ ク 」 (全国 精神 保健 福祉 会 連合 会 ) 


| 精神 保健 医療 福祉 白書 2018・2019」 (中 央 法規 ) 
















































































「 家族 に も ケア 、 統 合 失 調 症 、 は じ め て の 入院 ] ( 精 # 護 H 
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盛岡 地域 ・ 精 神保 健 家族 支援 研究 会 作成 ( 令 和 3 年 3 月 1 日) 
研究 会 事務 局 : 盛岡 市 西 見 前 19-62-9 (担当 : 下 屋 


電話 019-637-9318 メル shimo200@chime.ocn,ne,jp 



















































































